













平成 23 年度（2011 年度）は，東北大震災からの復旧と福島第一原子力発電所事故に由来する放射能汚染の対応に追われ


































































































（Digitaria adscendens （H.B.K.） Henr.）等の雑草が繁茂し，
アカクローバは消滅したが，オーチャードグラス（Dactylis 





galli （L.） Beauv.），ノゲシ（Sonchus oleraceus L.），ヒメジョ
オン（Erigeron annuus （L.） Pers.），ハルジオン（Erigeron 
philadelphicus L.），エゾノギシギシ（Rumex obtusifolius L.），
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Effect of Application of Cattle Manure Compost on Weed Infestation in Newly Established Pasture


















崎市鳴子温泉）北山地区内の 2 つの採草地（8 号圃場，1.45 
ha；9 号 -2 圃場，1.37 ha）で行われた。これらの採草地は，
3-4 年間の飼料用トウモロコシ（Zea mays L.）生産と 6-7
年間の寒地型永年牧草の栽培が交互に行われている圃場で
あり，土壌は非アロフェン質黒ぼく土である。本試験実施
前には，トウモロコシが 2006 年 5 月から 2009 年 9 月まで
栽培され，150 kg N/ha/ 年 , 150 kg P2O5/ha/ 年および 150 kg 
K2O/ha/ 年（化成肥料 1,000 kg/ha/ 年）および完熟の牛ふん
堆肥が 20,000 kg FM/ha/ 年施用されていた。
これらの圃場は，2009 年 10 月 2-13 日に牧草地に造成さ
れた。基肥として尿素燐加安 777（N-P2O5-K2O = 170-170-
170 g/kg）300 kg/ha，熔成燐肥（N-P2O5-K2O = 0-20-0 g/
kg）400 kg/ha，苦土石灰（アルカリ成分 550 g/kg，マグネ
シウム 100 g/kg）2,000 kg/ha，牛ふん堆肥（N-P2O5-K2O = 
12.3-11.2-25.0 g/kg）20,000 kg/ha が施用された。牧草の播
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の混播草地（OT 草地）とし，オーチャードグラス種子 25 
kg/ha およびトールフェスク種子 10 kg/ha が播種された。
また 9 号 -2 圃場はオーチャードグラス，トールフェスク
およびアカクローバの混播草地（OTR 草地）とし，オー
チャードグラス種子 20 kg/ha，トールフェスク種子 10 kg/


























3.14-6.37-21.20 kg/t 現物と仮定した。2010 年（1 年目）には，
生草の収量見込を 30,000 kg FM/ha とし，7 月 8 日に牛ふん
堆肥を H 区および L 区でそれぞれ 42,000 kg/ha および
21,000 kg/ha 施用した。2011 年（2 年目）には，生草の収
量見込を 40,000 kg FM/ha とし，一番草収穫後の 7 月 6 日
に牛ふん堆肥を H 区および L 区でそれぞれ 59,000 kg/ha お
よび 30,000 kg/ha 施用した。各年に用いた堆肥の成分が変
動したため，各処理区に実際に施用した有効成分量は当初
の設定とはやや異なった（表 2）。
両草地とも，各年 6 月 5-24 日（一番草），8 月 5-9 日（二
番草）および 10 月 31 日 -11 月 17 日（三番草）にモアコ
ンディショナにより地上部が収穫され，ロールベールサイ
レージが調製された。
項目 平均値 最小値 最大値
水分 （% FM）        57.0        53.8        60.1 
pH         7.7         7.7         7.7 
EC （ms/cm）         9.6         8.3        10.8 
TN （g/kg）        10.1         8.3        11.8 
P2O5 （g/kg）         8.1         7.6         8.5 
CaO （g/kg）         6.7         6.6         6.7 
MgO （g/kg）         4.0         3.3         4.6 
K2O （g/kg）        18.2        18.0        18.4 
灰分 （g/kg）         136         116         156 
TC （g/kg）         156         149         162 
NO3-N （g/kg）        0.17        0.10        0.24 
NH4-N （g/kg）        0.23        0.22        0.23 
無機 N （g/kg）        0.29        0.26        0.32
表 1．試験期間中に供試した牛ふん堆肥の性状および化学成分．
　 　 2010 年 2011 年
圃場 処理区 N P2O5 K2O 　 N P2O5 K2O
8 号 OT-H 107 193 707 208 301 953 
OT-L 53 95 348 104 151 478 
9 号 –2 OTR-H 106 192 701 208 300 951 





に沿って 1 m 間隔で 20 cm × 20 cm の調査地点を 100 地点
設定した。各地点において最も被度が大きかった植物種を
記録した。この調査を，各年 5 月 27 日 -6 月 9 日（一番草




衰退した（表 3 および 4）。OT 草地では，2010 年 6 月には
オーチャードグラスとトールフェスクの合計出現頻度が L
区および H 区でそれぞれ 82 ％および 91 ％であった。2011
OT-L 区 OT -H 区
2010 年 2011 年 2010 年 2011 年
植物種名 6/9 7/30 10/19 5/27 8/5 10/26 6/9 7/30 10/19 5/27 8/5 10/26
イネ科草本
オーチャードグラス 64 74 48 60 21 3 81 88 29 52 18 0
トールフェスク 18 16 21 15 18 10 10 3 2 1 2 0
ペレニアルライグラス 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
レッドトップ 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
リードカナリーグラス 7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
スズメノカタビラ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
イヌムギ 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
シバムギ 0 3 7 4 2 2 0 0 0 0 0 0
イヌビエ 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
ハルガヤ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0
　 イネ科草本計 92 97 77 80 41 16 92 91 31 56 20 0
マメ科草本
　 シロクローバ 0 0 0 2 1 2 0 0 1 3 1 2
その他の広葉草本
エゾノギシギシ 2 1 18 4 37 71 0 6 55 25 60 69
ヨモギ 2 0 0 9 7 2 2 1 4 8 12 11
ヒメムカシヨモギ 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
オランダミミナグサ 3 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0
イヌタデ 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハコベ 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
ツユクサ 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
オオバコ 0 0 0 3 5 5 0 1 2 2 4 9
ハルジオン 0 0 2 1 1 0 0 0 6 4 0 7
ヒメジョオン 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 1
イヌガラシ 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
ヒレハリソウ 0 0 1 0 4 3 0 0 0 1 2 1
ムラサキサギゴケ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
イチビ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
　 その他広報草本計 8 3 23 18 58 82 8 9 68 41 79 98
裸地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
年になると，5 月には L 区および H 区でそれぞれ 75 ％お
よび 53 ％認められたが，10 月には L 区で 13%，H 区では
まったく認められなかった。他方 OTR 草地では，2010 年
6 月にはオーチャードグラスとトールフェスクの合計出現
頻度が L 区および H 区でそれぞれ 79 ％および 67 ％であっ
たが，その後減少し，2011 年には L 区で 13-29 ％，H 区
で 7-18 ％であった。一方，アカクローバの出現頻度は
2010 年 7 月から 2011 年 5 月にかけて大きく上昇し，最大
で 80-81 ％に達した。しかし 2011 年 10 月には，L 区およ
び H 区でそれぞれ 14 ％および 3% に減少した。2011 年 10
月における，播種した 3 草種の合計出現頻度は，L 区およ
び H 区でそれぞれ 30 ％および 10% であり，OT 草地より
も高かった。
表 3．イネ科牧草播種草地（8 号圃場）の各処理区に出現した植物種とその出現頻度（％）．
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OTR-L 区 OTR-H 区
2010 年 2011 年 2010 年 2011 年
植物種名 6/9 7/30 10/19 5/27 8/5 10/26 6/9 7/30 10/19 5/27 8/5 10/26
イネ科草本
オーチャードグラス 63 40 17 13 28 13 53 36 5 15 18 7
トールフェスク 16 5 3 0 1 3 14 4 1 0 0 0
レッドトップ 6 8 1 0 0 1 9 11 0 0 0 1
リードカナリーグラス 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 4 6
イヌビエ 0 0 0 0 6 7 0 0 1 0 9 10
メヒシバ 0 0 3 0 9 16 0 0 7 0 27 31
ハルガヤ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 イネ科草本計 85 53 25 13 44 40 76 52 15 15 58 55
マメ科草本
　 アカクローバ 12 42 60 80 40 14 17 47 74 81 28 3
その他の広葉草本
エゾノギシギシ 0 2 7 7 14 35 0 0 5 3 12 33
ヨモギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
オランダミミナグサ 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
イヌタデ 0 1 7 0 0 2 0 1 5 0 0 1
イタドリ 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0
ハコベ 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0
ツユクサ 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
ハルジオン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
ヒメジョオン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
イヌガラシ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
ヨウシュヤマゴボウ 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0
シロザ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
ヒメオドリコソウ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3
コオニタビラコ 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0
　 その他広報草本計 0 5 15 7 16 44 4 1 11 4 14 40
裸地 3 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 2





年 10 月にはそれぞれ 69-71 ％および 33-35 ％に上昇した。











種牧草の合計出現頻度は，最も低かった OT-H 区では 2011
年 10 月には 0 ％であったのに対し，OTR-L 区では 30% で
あった。また，OT-H 区では 2011 年 8 月にイチビ（Abutilon 



























































草地で 2 年間調査した。川渡フィールドセンター内の 8 号
圃場をオーチャードグラス（25 kg/ha）とトールフェスク（10 




草収穫後に牛ふん完熟堆肥を H 区では 42,000-59,000 kg/ha，
L 区ではその半量を施用した。造成翌年から 2 年間，牧草
収穫日の直前に，各区の植物出現頻度をライン法で調べた。
両草地とも播種イネ科牧草が大きく衰退し，エゾノギシギ
シが大きく増加したが，OT 草地では播種牧草が 2 年間で
ほぼ消失したのに対し，OTR 草地では L 区で 30 ％，H 区
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の種類および刈取回数が牧草地雑草に及ぼす影響．第 1








































水野　速人 1・吉原　佑 1・佐藤　衆介 1・木村　和彦 2・田中　繁史 3・小倉　振一郎 1
Mineral concentrations of water and soil in Kitayama grazing area

















は改良野草地（1.6 ha）と林地（59.4 ha）を，あわせて 1
つの牧区として用いた。本調査を実施した 2010 年には，











燐加安 16 号 N　 P　 K
六角 530 260 2.1 0.5 0.5 
大尺 70 40 1.0 0.3 0.3 
梨の木平　 140 80 0.4 0.1 0.1
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水のミネラル分析
水の採取は 2010 年 7 月 23 日，8 月 6 日，8 月 20 日，9
月 2 日，9 月 15 日，10 月 4 日および 10 月 14 日に行われた。
採取日の天候はすべて，晴れまたは曇りであった。採取に
はプラスチック製広口瓶（100 ml，商品名アイボーイ）を
5 % 硝酸に 12 時間浸漬し，蒸留水で洗浄したものを使用し
た。各牧区の飲水場から 300 ml の水を採取し，GLASS 
MICROFIBRE FILTERS（Whatman®）でろ過後，200 ml に
は濃硝酸を 2 % 添加し，残り 100 ml は無添加のまま，広




度を測定した。Na, Mg, K および Ca 濃度は原子吸光光度法，









（SI-90 E, SHODEX）を使用して行った。なお，溶離液は 1.8 
mM Na2CO3/1.7 mM NaHCO3 とした。
土壌中のミネラル分析
土壌の採取は 2010 年 7 月 23 日および 10 月 26 日に行わ
れた。採取日の天候はいずれも晴れまたは曇りであった。
大尺牧区および梨の木平牧区では草地部で 4 ヶ所および林
地部で 4 ヶ所の計 8 ヶ所，六角牧区では林地が存在しない
ため草地部のみ 4 ヶ所で採取した。表層のリターを除去し，
縦 10 cm ×横 5 cm ×深さ 5 cm の土壌を 2 サンプル採取し，
風乾後，以下の分析に供した。分析項目として，Cu，Zn，
Mn，有効態 P，交換性 K，交換性 Mg，交換性 Ca，Fe，Se，
Co，Na，Cl，SO4 濃度および pH を測定した。土壌の Cu，
Zn，Mn，有効態 P，交換性 K, 交換性 Mg, 交換性 Ca 濃度
および pH は十勝農業協同組合連合会農産化学研究所に分
析を依頼した。Na，Co，Fe および Se 濃度は 2 % 硝酸溶液






めて低かった（表 2）。Na，Mg，K および Ca は，7 月 23
日 -9 月 2 日の値にくらべ，9 月 15 日にすべての牧区で濃
度の低下が認められた。六角牧区では他の牧区にくらべ，
Mn および Fe の平均濃度が高く，Cu の平均濃度が低かった。
大尺牧区では，Zn 濃度が 9 月 15 日以降に上昇した。また
梨の木平牧区では，Mg，K，Ca の平均濃度が他の牧区に
くらべ低かった。放牧牛の推定飲水量を 17 ℓ/ 頭 / 日（Mc-
Dowell，1985）として推定した，飲水由来ミネラル摂取量（表










量は草地にくらべ林地で高かった。交換性 Ca および Cu 含
量は，いずれの牧区においても基準値にくらべ低く，それ











月 15 日に認められた Na，Mg，K および Ca 濃度の低下は，
9 月 11 日 -9 月 14 日の降雨が原因と考えられる。
土壌のミネラル濃度は，採取地点間の変動が大きかった
が，牧区間で違いが認められた。まず，六角牧区では他の
牧区にくらべ有効態 P が高かった（表 4）。六角牧区は他の




るが（Mizuno et al.，2012），林地部の土壌中 Mn 含量が高かっ
たことに由来した可能性がある。また，草地部の土壌中








　 　 7/23 8/6 8/20 9/2 9/15 10/4 10/14 平均
Na (ppm) 六角 6.8 7.1 6.7 7.4 2.0 6.2 6.2 6.1 
大尺 6.7 6.2 6.5 6.5 2.9 4.5 4.1 5.3 
　 梨の木平 4.7 4.4 4.5 4.5 2.7 3.9 3.9 4.1 
Mg (ppm) 六角 1.6 1.6 1.6 1.6 0.7 1.6 1.6 1.5 
大尺 1.5 1.4 1.5 1.6 0.8 1.1 1.0 1.3 
　 梨の木平 0.9 0.9 0.9 0.9 0.6 0.7 0.8 0.8 
SO4 (ppm) 六角 1.2 2.1 1.1 1.1 2.1 1.5 1.3 1.5 
大尺 1.4 1.2 1.3 1.4 0.7 1.0 0.8 1.1 
　 梨の木平 1.5 1.8 1.7 1.5 0.7 1.3 0.9 1.3 
Cl (ppm) 六角 4.1 6.9 4.1 3.7 3.6 3.6 3.9 4.3 
大尺 3.8 4.1 3.6 3.7 1.6 2.5 2.4 3.1 
　 梨の木平 4.3 5.1 4.4 3.9 1.0 3.6 3.6 3.7 
K (ppm) 六角 2.5 2.9 2.1 2.6 1.2 2.0 2.9 2.3 
大尺 2.5 2.2 2.2 2.2 0.9 1.5 1.4 1.9 
　 梨の木平 1.0 1.1 0.8 1.0 0.5 0.8 0.7 0.9 
Ca (ppm) 六角 5.6 5.4 5.6 5.7 3.3 5.5 5.1 5.2 
大尺 7.2 7.4 6.7 6.3 2.0 3.4 2.9 5.1 
　 梨の木平 2.2 2.4 2.5 2.4 1.0 1.7 2.1 2.0 
Mn (ppb) 六角 25.7 14.0 13.5 3.0 12.1 4.9 12.0 12.2 
大尺 1.5 0.3 2.1 0.5 2.8 2.1 1.5 1.6 
　 梨の木平 1.6 1.7 0.8 0.6 6.5 1.5 2.0 2.1 
Fe (ppb) 六角 145.0 152.0 129.0 160.0 26.4 127.0 55.2 113.5 
大尺 18.1 20.0 34.1 11.9 3.2 8.0 8.4 14.8 
　 梨の木平 23.2 58.3 37.2 13.5 16.8 9.8 14.7 24.8 
Co (ppb) 六角 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
大尺 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
　 梨の木平 0.0 0.1 0.1 0.0 0.5 0.1 0.7 0.2 
Cu (ppb) 六角 0.4 1.0 0.0 0.3 0.1 0.0 0.0 0.3 
大尺 6.1 5.3 7.7 3.9 0.9 2.8 2.3 4.1 
　 梨の木平 4.7 7.3 4.2 2.2 21.8 2.6 7.4 7.2 
Zn (ppb) 六角 91.7 34.1 44.6 30.9 7.7 56.0 4.1 38.4 
大尺 39.2 29.1 44.8 37.5 173.0 90.1 111.0 75.0 
　 梨の木平 37.4 77.0 24.0 40.2 89.1 44.3 20.5 47.5
表 2．飲水場から採取された水のミネラル濃度．
Na （mg） Mg （mg） SO4 （mg） Cl （mg） K （mg） Ca （mg） Mn （µg） Fe （µg） Co （µg） Cu （mg） Zn （µg）
六角 103.1 25.2 25.1 72.5 39.2 87.8 206.9 1929.7 0.5 4.5 653.4
大尺 90.5 21.6 19.0 52.6 31.6 87.1 26.5 251.7 0.2 70.4 1274.3




















表 3. ウシの飲水由来ミネラル摂取量 1）．
1）ウシの飲水量を 17 ℓ/ 頭 / 日（McDowell, 1985）として算出．
2）日本飼養標準肉用牛（2008）350 kg 育成肉用雌牛の要求量．




基準 1）草地部 草地部 林地部 草地部 林地部
平均 標準偏差 　 平均 標準偏差 　 平均 標準偏差 　 平均 標準偏差 　 平均 標準偏差
7 月 23 日
pH 4.65 0.24 4.95 0.19 4.78 0.22 4.98 0.25 4.78 0.21 5.5 ～ 6.5
Na（mg/100g） 2.13 0.91 1.90 0.28 1.44 0.16 1.82 0.29 1.95 0.13 
交換性 Mg（mg/100g ） 7.35 1.08 18.18 15.18 13.45 9.90 16.98 6.19 16.55 9.29 20 ～ 30
有効態 P（mg/100g） 64.03 32.43 25.28 24.72 4.68 3.00 3.85 1.86 1.98 0.51 20 ～ 50
SO4（mg/100g） 2.86 0.23 2.63 0.39 3.05 0.81 3.17 0.28 5.44 5.71 
Cl（mg/100g） 1.28 0.57 1.06 0.30 1.68 0.24 2.32 1.33 3.01 2.16 
交換性 K（mg/100g ） 12.30 2.38 14.93 8.50 21.63 9.03 26.10 7.85 15.13 6.46 26 ～ 32
交換性 Ca（mg/100g ） 23.80 3.15 81.30 107.57 50.95 22.81 25.43 13.07 88.58 78.55 569 ～ 797
Mn（ppm） 10.96 7.00 66.10 71.76 116.79 57.77 59.17 25.40 163.26 121.43 50 ～ 500
Fe（mg/100g） 3.22 2.22 2.33 2.05 0.68 0.21 0.79 0.18 1.30 1.40 
Co（ppm） 0.14 0.06 0.19 0.03 0.22 0.06 0.15 0.05 0.06 0.07 
Cu（ppm） 0.06 0.03 0.09 0.09 0.11 0.07 0.10 0.04 0.05 0.05 0.5 ～ 8
Zn（ppm） 3.00 1.16 14.15 17.28 8.86 2.33 9.37 1.76 30.52 18.08 2 ～ 40
Se（ppb） 0.03 0.01 　 0.03 0.01 　 0.03 0.01 　 0.04 0.01 　 0.02 0.00 　
10 月 26 日
pH 4.78 0.31 4.73 0.24 4.83 0.34 4.80 0.22 4.65 0.21 5.5 ～ 6.5
Na（mg/100g） 1.04 0.28 1.14 0.22 1.51 0.55 1.46 0.29 1.10 0.57 
交換性 Mg（mg/100g ） 8.90 6.99 8.73 3.35 14.20 13.48 23.00 19.92 22.13 20.39 20 ～ 30
有効態 P（mg/100g） 58.20 32.46 23.25 20.11 9.38 11.83 3.05 1.11 2.63 0.57 20 ～ 50
SO4（mg/100g） 2.00 0.41 2.42 0.82 2.32 0.53 2.54 0.81 3.60 1.09 
Cl（mg/100g） 1.13 0.38 0.95 0.28 2.59 0.92 3.17 0.95 2.22 0.34 
交換性 K（mg/100g ） 8.85 0.76 11.70 5.21 15.28 7.73 23.73 10.48 19.28 8.60 26 ～ 32
交換性 Ca（mg/100g ） 48.73 69.27 22.15 16.18 45.85 72.46 42.10 11.90 93.83 101.84 569 ～ 797
Mn（ppm） 13.67 24.60 50.86 43.53 98.26 94.85 99.90 72.99 241.98 199.82 50 ～ 500
Fe（mg/100g） 8.58 5.82 4.51 2.00 2.59 1.85 2.83 1.42 1.34 0.76 
Co（ppm） 0.13 0.07 0.32 0.07 0.38 0.07 0.28 0.10 0.42 0.16 
Cu（ppm） 0.05 0.02 0.11 0.08 0.08 0.07 0.10 0.03 0.07 0.02 0.5 ～ 8
Zn（ppm） 3.11 0.87 4.88 0.32 7.61 3.82 9.65 3.72 16.53 18.28 2 ～ 40
Se（ppb） 0.05 0.02 　 0.05 0.01 　 0.06 0.02 　 0.07 0.02 　 0.04 0.01
1）北海道農政部（2010）より引用．
Ca および Cu 含量は全牧区で基準値を下回った。Suga-
wara ら（1983）は，本研究と同じ北山地区の桂清水牧区に
おいて Cu 含量が不足していると報告したが，本研究も同

































取量は，要求量の 1 % 未満だった。土壌では交換性 Ca お
よび Cu 濃度がすべての地点で基準値よりも低かった。六
角牧区にくらべ大尺牧区および梨の木平牧区では，土壌中
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1980 年に最高値を記録した後，現在までに 4 割下落してい
る。これに対し，木材生産にかかるコストである素材生産
費や運材費は 1976 年以降しばらく変化なく推移し，最近
10 年間で 3 割程度低減したのみにとどまっている。このた
め，木材の売上から素材生産費・運材費などの生産コスト
















矢部　勝也 1・米澤　千夏 1・國井　大輔 2・斎藤　元也 3・小田川　信哉 4
Assessment of coniferous forest on FSC using Airborne Hyperspectral Image













4 バンドに分解し，空間分解能が 10 メートル程度の分光画
像を取得する。それに対して，本研究で使用した航空機搭
載型ハイパースペクトルセンサ AISA（Airborne Imaging 



















研究センター（Field Science Center : FSC）複合陸域生態シ






























推進機構）との共同で，AISA Eagle が 2007 年 7 月 24 日に
対象地域を観測したデータを解析した。（株）パスコ社所
有の AISA Eagle をセスナに搭載し，FSC 北山地区全体を網
羅するよう南北に 13 本，東西に 1 本，計 14 本のコースで
観測した（図 1）。AISA Eagle では 400nm~1000nm の波長
帯を観測し，観測波長帯を 67 バンドに分解し得られる分
光画像データを解析に利用している。スペクトル分解能は












Correction Point）を 40 ～ 70 地点配置した。処理後，各画
像間の地理情報の誤差を 1 画素以内に抑えることができた。

































































8 18 29 38 40 49 97.65 23.00 
460.09 545.73 643.43 723.89 741.86 823.93 　 　
針葉樹樹種分類
11 12 21 34 43 58 47.16 15.28
485.77 494.34 572.17 688.00 769.13 906.08 
間伐状況把握
13 15 39 42 50 60 1.42 0.82
502.90 520.02 732.88 759.99 833.06 924.42 　 　
植林年数把握
2 8 14 25 48 49 12.28

























使用した 6 バンドを表 1 に示す。解析対象地は，撮影コー
























れる。教師領域における分光反射特性を図 7 に示す。図 7
より，すべての観測波長帯においてなしと弱は分光反射特
性が類似しているが，強は 780 ～ 810nm および 850 ～














1）。バンド選定に用いた教師領域は，昭和 40 年以前と 40



















































































Namiwa F., S. Sugihara, K. Yabe, G. Saito, C. Yonezawa and S. 
Odagawa （2009） Changes of forest and grassland area at field 
science center, Tohoku University using remote sensing and 
GIS, Proceedings of 30th Asian Conference on Remote 
Sensing, CD-ROM
西脇亜也（1998）川渡農場北山地区における大正 2 年から
















た。航空機リモートセンシングによる観測は，2007 年 7 月
24 日に AISA Eagle，Hawk によっておこなわれ，それぞれ










情報数値標高モデル（10 m メッシュ）より、GIS ソフトウェ
ア（ArcGIS）を用いてフィールドセンター北山地区におけ
る傾斜度図を作成した（図 2）。通常のトラクターで作業可
能な傾斜地は 15 度以内とされていることから，傾斜度を 0
から 5 度，5 から 10 度，10 から 15 度，15 度以上の 4 つに
区分して示した。図 2 より，草地が傾斜度の小さい地域に
分布していることがわかる。対象とする草地において，
80% 以上の領域が傾斜度 15 度以内となっていることが示
された。また，梨の木平を除いた草地では，0 から 5 度の
区分の割合は 15% 以下であった。対象となる牧草地の傾斜
度の統計値を表 3 に示す。フィールドセンター全体の平均
値が 19.3 度であるのに対し，草地の平均値は 7.2 度から
10.8 度であった。
参考文献
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（2009） Studies for Agricultural Environments using Remote 
Sensing and GIS -Developments of Digital Field Science 
Center- , Tohoku J. Agric. Res. , 59（3-4）, 129-136.
浪波史子・斎藤元也（2009）フィールドセンターの植生分
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フィールドセンター北山地区における草地の面積と傾斜度の推定
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草地名 0 ～ 5 度（％） 5 ～ 10 度（％） 10 ～ 15 度（％） 15 度以上（％）
桂清水 11.5 50.0 30.6 8.0
梨の木平 41.5 36.2 13.3 9.0
六角 9.5 36.5 35.9 18.0
尚武沢 10.0 35.1 40.3 14.7
大尺人工草地 13.3 46.9 23.2 16.6
フィールドセンター全体 9.1 14.1 16.5 60.5
表 2　フィールドセンターで管理をおこなっている牧草地の傾斜度区分毎の割合
草地名 平均（度） 最大値（度） 最小値（度） 標準偏差
桂清水 9.4 26.5 0.5 3.9
梨の木平 7.2 20.1 0.6 4.7
六角 10.8 31.4 0.2 4.7
尚武沢 10.4 20.9 0.5 4.2
大尺人工草地 10.8 31.4 0.2 4.7



















観測日：2007 年 7 月 24 日，2007 年 8 月 11 日，
2007 年 9 月 20 日，2007 年 9 月 21 日，
2007 年 11 月 25 日，
・レーザプロファイル観測













滑化処理として 7 × 7 ウィンドウの多数決処理を適用した。
図 4 は環境省による植生調査をもとにした 1970 年代後
フィールドセンター北山地区針葉樹林地の
土地被覆分類図および針葉樹種分類図
米澤　千夏 1・斎藤　元也 2・浪波　史子 3・杉原　鷹彦 1・矢部　勝也 1・陶山　佳久 1・國井　大輔 4
Land cover and coniferous tree classification maps of FSC
Chinatsu YONEZAWA, Genya SAITO, Fumiko NAMIWA, Takahiko SUGIHARA, Katsuya YABE, 
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図 2　土地被覆分類図（2007 年） 図 3　樹種分類図（2007 年）
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平成 23 年度にフィールドセンターの 4 つの研究室およ
び平成 20 年 10 月に設置された寄附講座（家畜福祉学）に
在籍した学生は，学部 4 年生 8 名，大学院博士課程前期 2
年の課程 12 名，同後期 3 年の課程 8 名の合計 28 名であった。
















量は 9507kg であった。ゴボウおよびニンジンそれぞれ 7.5a，
ナガイモ 0.72a，種子用ナガイモ 0.12a，ツクネイモ 0.24a
を 3 号輪作圃場において栽培した。ニンジンの総収穫量は
586kg，ゴボウは 495.8kg であった。ナガイモの粗収量は
1329.9kg で 22 年度より大幅に減収した。ツクネイモは
175.1kg と平年より大幅に減少した。今年度より試験的に
栽培をはじめた姫神芋は，総収量は 194.7kg であった。果
樹としては，ウメ（2 号圃場）の全収穫量は 528kg で平年
並みであり，売払い収量は 264kg であった。ブルーベリー
の総粗収量は，総収穫量が 402kg であり，そのうち約 48kg
を生売り販売に，残りの約 300kg を冷凍保存してジャム生
産に使用した。また，今年度は平年収量の 72 ％であった。
ルバーブは 96kg 収穫し，751 個のジャムを生産した。
林木・林産物生産の概況としては，素材生産は針葉樹
200m3，シイタケ原木 18m3 であった。切り捨て間伐は 7.16ha，
除伐は 0.13ha で実施された。きのこ生産は，生シイタケ











の生産には 38.3 ha を使用し，乾物で 171.7t，生草換算で 2,2t
の収量を確保した。採草放牧兼用地および放牧地は 15.9 ha
で，余剰草の収量は乾物で 26.9 t，生草換算で 134.7 t，反
収は乾物で 360kg/10 a，生草換算で 1.8t /10 a であった。
放牧地利用の概況としては，緬羊用放牧地として 4.42 ha，
乳牛の放牧地として 3.00 ha を使用し，採草放牧兼用地と







～ 10 月に北山放牧地（大尺（3 牧区）・六角（4 牧区）），
桂清水および田代，碁盤沢牧区（2 牧区））に放牧した。年
度始めの飼育頭数は黒毛和種 98 頭，日本短角種 72 頭，ホ
ルスタイン種 29 頭，緬羊 39 頭であった。生産，出荷，死亡，
管理替え等で，年度末にはそれぞれ 98 頭，88 頭，31 頭，
39 頭となった。乳用牛の平均産次数は 2.4 産で 22 年度よ
り 0.2 産上昇，平均搾乳頭数は 14.9 頭で前年より 4.6 頭下
回った。総産乳量は 76,229kg と前年より 25,364kg 減少した。
肉用牛については，まき牛による受精と一部については人
工授精を行い，受胎率は黒毛和種で 79.1 ％，日本短角種で
64.9 ％であった。子牛育成率は黒毛和種で 103.1 ％，日本
短角種は 86.4 ％であった。平成 23 年度に出荷した 31 頭の
うち，黒毛和種 26 頭の肥育期間，出荷体重，出荷月齢は
それぞれ 19.4 ヵ月，694.7kg，34.5 ヵ月齢であった。日本
短角種と和牛交雑種は，飼料自給率を高めることを目的と
した飼養方法で飼養した。枝肉格付けは黒毛和種で A5 が
1 頭，A4 が 4 頭，A3 が 11 頭，A2 が 10 頭となった。日本































































































































及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4 ha），放牧区（6.5 ha），放任区（4 
ha）を設け，常置コドラート法による植生の変化と，移動コドラート法による一次生産量の指標とし
て出穂期現存量を調査する。　
調査時期：5 月，9 月　北山地区大尺約 14 ha（IBP 小屋を作業場として使用）




































































































































































































































圃番号 18 ノ 1 の脇にある大穴西側の施肥の影響の弱い土を採取し，木枠試験を実施し，リン利用率の
改善を目指す．土壌の採取は土嚢袋 30 程度で以前の採取位置付近で行う。




















































































































写真 7　台風 15 号による土砂被害状況 写真 8　「翠皓」上架定期検査整備 写真 9　「海生」上架定期検査整備





















































































表 1-3　平成 23 年度複合生態フィールド制御部の利用実績
業　務　内　容 担　当　者 概　　　　　　　　　　　　要
1. 教育














科学英語購読 I，II，III，IV 大村　道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村　道明 学部 2 年生を対象とした演習を分担した。
農業財政金融論 両角　和夫 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
農村地域組織論 両角　和夫 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
地域社会技術論特論 両角　和夫 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤　千夏 大学院前期 2 学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。











































川渡 FSC の生態系について 今井　貴浩 デジタル・フィールドセンターの構築をすすめている
黒龍江省における大豆生産についての研
究


















































応用動物科学系では，平成 23 年 6 月（2 泊 3 日），9 月（4








5 月 6日（木） 実習ガイダンス，センター概要説明
施設の見学
　   7日（金） 水稲栽培の概要説明，水稲移植実習




　   28日（水） 水田の生物調査（水生昆虫，低生生物
等），水田の生物調査およびデータ整理，
搾乳実習
　   29日（木） バター・ジャム・米粉パン製造，ジャガ
イモ収穫実習，収量調査，搾乳実習
　   30日（金） 水稲生育調査実習および形態観察実習，
水田雑草調査実習と除草作業実習，
菌根菌観察実習
　   31日（土） 調査結果の検討，実習総括
9 月27日（月） 実習ガイダンス，搾乳実習
　   28日（火） 森林調査実習，水稲収量調査実習，
搾乳実習
　   29日（水） 水稲収量調査，収穫調整見学，
食味試験，土壌調査法ガイダンス






　   15日（水） 森林構造調査実習，一桧山森林観察，
野ネズミ捕獲調査

























9 月 1 日（水） 土壌調査実習，ヒツジの放牧管理に関
する実習，搾乳実習
9 月 2 日（木） バター・ジャム製造実習，草地植生調
査，動物行動調査実習，搾乳実習








　   13日（木） バター・ジャム製造実習，水稲栽培に
関する講義，水稲移植実習，搾乳実習
　   14日（金） 畑作に関する講義，実習，実習総括
2-6 に示した通りである。
4）応用生物化学科・生命化学系






































　   24日（木） 緬羊の体重測定・削定，育成牛の保定
と去勢，現場作業の体験実習
　   25日（金） 乳牛のボディコンディション評価実
習，ルーメン微生物観察，現場作業の
体験自習





　   21日（火） 発情牛の行動観察，牛の直腸検査，凍
結精液の取り扱い
















平成 23 年度は東北大学開放講座 2011“『いのち』にふれ
る”（7 月 31 日開催）と『地域を支える有機資源の循環～



























≪開催日時≫　平成 23 年 7 月 31 日（日）
AM10：00 ～ 15：00
≪参加人数≫　43 名（未就学児 2 名・小学生 15 名・中
学生 2 名・大人 24 名）
≪参加状況≫　初めての参加：15 名・2 回目の参加 15 名・















































































































































































































≪開催日時≫：平成 23 年 10 月 1 日（土）
午前 10:00 ～午後 15:10









































4. 平成 23 年度に実施された講演会及び研修会
平成 23 年度センター主催行事・支援主要行事・共同利用実習
1．センター主催行事
研究計画発表会 平成 23 年 4 月21日 81 名
開放講座　「いのち」にふれる 平成 23 年 7 月31日 43 名
開放講座　PICS「地域を支える有機資源の循環」 平成 23 年10月 1 日 17 名
2．センター共催行事
「セミナー東北の自然（春）」 3.11 東日本大震災の影響により中止 －名
「セミナー東北の自然（秋）」 平成 23 年11月 5 - 6 日 29 名
3．共同利用実習
仙台白百合女子大学　健康栄養学科 3 年 平成 23 年 8 月25日 20 名
一関工業高等専門学校 4 年 平成 23 年 9 月5 - 9日 15 名
沖縄工業高等専門学校 4 年 平成 23 年 9 月5 - 9日 5 名
沖縄工業高等専門学校 4 年 平成 23 年 9 月12 - 16日 5 名
沖縄工業高等専門学校 4 年 平成 23 年 9 月20 - 22日 3 名
宮城大学 平成 23 年 9 月13 - 15日 3 名
宮城大学（kawatabi フィールド環境学） 平成 23 年 9 月20 - 22日 12 名
東京大学（kawatabi フィールド環境学） 平成 23 年 9 月20 - 22日 3 名
東北大学（kawatabi フィールド環境学） 平成 23 年 9 月20 - 22日 90 名
首都大学 平成 24 年 1 月30 日 - 2 月 4日 6 名
京都大学 平成 24 年 1 月30 日 - 2 月 4日 6 名
（延べ人数）
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5. 平成 23 年度の主な来訪者等
　1）複合陸域生産システム部












大崎市立川渡小学校 2 学年 PTA




















































































平成 23 年 5 月 2 日
平成 23 年 5 月 6 日
平成 23 年 5 月 11 日
平成 23 年 5 月 12 日
平成 23 年 5 月 13 日
平成 23 年 5 月 23 日
平成 23 年 5 月 26 日
平成 23 年 6 月 4 日
平成 23 年 6 月 14 日
平成 23 年 6 月 15 日
平成 23 年 6 月 16 日
平成 23 年 6 月 20 日
平成 23 年 6 月 29 日
平成 23 年 6 月 30 日
平成 23 年 7 月 26 日
平成 23 年 8 月 5 日
平成 23 年 8 月 18-19 日
平成 23 年 8 月 31 日
平成 23 年 8 月 31 日
平成 23 年 9 月 14 日
平成 23 年 9 月 15 日
平成 23 年 9 月 18 日
平成 23 年 9 月 29 日
平成 23 年 10 月 6-7 日
平成 23 年 10 月 17 日
平成 23 年 10 月 19-21 日
平成 23 年 10 月 21 日
平成 23 年 10 月 21 日
平成 23 年 10 月 24 日
平成 23 年 10 月 25 日
平成 23 年 10 月 29 日
平成 23 年 11 月 1 日
平成 23 年 11 月 8 日
平成 23 年 11 月 16 日
平成 23 年 11 月 17 日
平成 23 年 11 月 19 日
平成 23 年 11 月 20 日
平成 23 年 11 月 25 日
平成 23 年 11 月 28 日
平成 23 年 12 月 1 日
平成 23 年 12 月 8 日
平成 23 年 12 月 12 日
平成 24 年 2 月 8 日
平成 24 年 2 月 16 日
平成 24 年 2 月 22 日
平成 24 年 3 月 3 日
平成 24 年 3 月 3 日















































































有機栽培 0.73ha，慣行栽培 0.5ha であった。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 4 月 4
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4 月 11 日，「ゆ
きむすび」，「蔵の華」（マット苗）を 4 月 15 日，「ひとめ
ぼれ」（有機栽培，慣行栽培（マット苗））を 4 月 19 日に
それぞれ行い，加温出芽させてから育苗ハウスに並べ，プー
ル育苗方式で育苗を行った。田植えは 5 月 10 日から開始
して 6 月 2 日に終了した。出穂期は「ゆきむすび」が 7 月
27 日，「蔵の華」が 8 月 4 日，「ひとめぼれ」（減々栽培）













1 号 -③ 26.8
ひとめぼれ
5/19 8/7 10/11 504 23
減々栽培
1 号 -④ 21.6 5/19 8/7 10/11 486 27
1 号 -⑤ 17.0 5/19 8/7 10/11 477 26
3 号 -① 43.9 5/18 8/8 10/4 513 38
3 号 -② 41.7 5/26 8/12 10/5 493 31
3 号 -③ 41.3 5/18 8/8 10/5 487 25
4 開 -② 22.7 5/17 8/6 10/4 344 28
4 開 -④ 25.3 5/17 8/7 10/4 415 33
4 号 -④ 34.2 5/10 8/5 10/3 412 10
4 号 -⑤ 31.3 5/10 8/5 10/3 403 10
4 号 -⑥ 23.1 5/10 8/5 9/27 494 16
4 号 -⑦ 23.1 5/10 8/2 9/27 533 13
4 号 -⑧ 20.7 5/16 8/8 9/26 537 24
小計 372.7 469 23
1 号 -② 11.8
ひとめぼれ
6/2 8/10 10/19 331 21
有機栽培
4 開 -① 13.5 6/1 8/13 10/18 341 19
4 開 -③ 13.2 6/1 8/13 10/18 286 17
4 号 -① 10.4 5/31 8/13 10/13 462 38
4 号 -② 11.1 5/31 8/13 10/13 405 33
4 号 -③ 12.7 5/31 8/13 10/13 402 34
小計 72.7 371 27
1 号 -② 11.7
ひとめぼれ
6/2 8/10 10/20 539 44
慣行栽培
4 開 -③ 7.7 6/1 8/12 10/19 507 25
4 号 -① 10.4 5/25 8/11 10/12 496 18
4 号 -② 11.0 5/25 8/11 10/12 515 18
4 号 -③ 9.6 5/25 8/11 10/12 569 20
小計 50.4 525 25
4 号 -⑨ 18.9
蔵の華
5/17 8/4 9/26 492 7
減々栽培，酒造米
4 号 -⑩ 16.2 5/17 8/4 9/26 556 8
小計 35.1 524 8
4 開 -⑤ 31.4
ゆきむすび
5/16 7/27 9/15 400 8 減々栽培，低アミロース
米4 開 -⑥ 26.9 5/16 7/27 9/15 487 10




が 8 月 2 日から 8 月 12 日，「ひとめぼれ」（慣行栽培）が 8
月 10 日から 8 月 12 日，「ひとめぼれ」（有機栽培）が 8 月
10 日から 8 月 13 日であった。収穫は 9 月 15 日から開始し
て 10 月 20 日に終了した。今年度の 10a 当りの平均収量は
460kg（平年収量＊ 479kg）であった。
今年度は 3 月 11 日に起こった地震の影響のため，例年
であれば 3 月 10 日頃から開始している育苗準備が 7 日遅














＊　平年収量は平成 12 年から平成 22 年までの平均収量
（平成 15 年は冷害のため除く）
2）畑作および果樹（表 6-2, 表 6-3, 図 6-1）
（1） バレイショ
21-1 号圃場（38a）に堆肥と鶏糞肥料のイセグリーンの
みを施肥し，化学肥料を利用せず作付した。5 月 11 日に男
爵および実習用にワセシロ・キタアカリ・メークインを植




ゴボウ・ニンジンそれぞれ 7.5a を 3 号圃場に作付した。
6 月 20 ～ 21 日に真正国分鮮紅大長人参，滝野川を播種した。
ニ ン ジ ン は 11 月 4 日 に 収 穫 し 総 収 穫 量 は 586kg
（782kg/10a），ゴボウは 11 月 7 ～ 11 日に収穫し総収穫量
495.8kg（661kg/10a）であった。
（3）根菜類（イモ類）
3 号圃場にて種子用ナガイモ 1.2a とナガイモ成イモ 7.2a
（品種名：トロフィー 1066）及びツクネイモ 2.4a（品種名：
丹波やまのいも・大館やまのいも），姫神芋を 6 月 13 ～ 20
日に定植した。
ナガイモ成イモは 11 月 28 ～ 12 月 2 日に収穫し，総収
穫量は 1329.9kg（1,847kg/10a）であった。種子用ナガイモ
は 10 月 25 日 ～ 27 日 に 収 穫 し， 総 収 穫 量 は 144.2 ㎏







ウメの開花は 4 月 21 日咲き始め，満開は 5 月 7 日であり，
平年より少し遅れ気味であった。そして，6 月 27 日～ 7 月
7 日に収穫作業を行った。総収穫量は 528kg で平年並みで
あり，売払い収量は 264kg であった。
（5）ブルーベリー
ブルーベリーの開花は，5 月 9 日にパトリオットの開花
から始まり，5 月 17 日のスパータンまで続いた。23 年度















4 月，3 号圃場の除草作業後，くみあい MMB 燐加安 14
表 6-2　平成 23 年度水稲及び畑作物の 10a 当たり収量
作　　　目
平成 23 年度収量 平年収量
（kg/10a） 指数（%） （kg/10a）
水 稲 460 96 479
バ レ イ シ ョ 2,502 186 1,349
ゴ ボ ウ 661 98 673
ニ ン ジ ン 782 63 1,235
ナ ガ イ モ 1,847 75 2,477
種子用ナガイモ 1,202 115 1,047
姫 神 イ モ 1,623 59 2,731
ツ ク ネ イ モ 730 72 1,012
ブ ル ー ベ リ ー 240 65 369
ル バ ー ブ 96 88 109
ウ メ 36 88 41
* 水稲の平均収量は，過去 10 年間の平均。
* イモ類・根菜類の平均収量は，過去 5 年間の平均。
* 姫神イモの平年収量は，前年値。
* ブルーベリーは 1995 年・1999 年植え付け圃場の平年収
量で，過去 3 年間の平均。
* ルバーブの平年収量は，過去 3 年間の平均。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































デントコーンは，中生種のスノーデント 125 V（10 号の 2：
300 a と 21 号の 1：160 a）とパイオニア 127（2 号：100 a
　3 号：120 a）を用い，5 月 9 日～ 5 月 17 日で播種を行い，








9 月 27 ～ 28 日に，第一牛舎前のバンカーサイロが 10 月 4
日～ 5 日と短期間で終了することができた。総収量は 215 t，
反収は 3,314 kg/10 a となった。
（2） 牧　草
平成 23 年度における，採草地・放牧地および更新地の
施肥基準を表 6-5 に，採草地施肥成分を表 6-6 に，採草地・
放牧地の年間施肥量と 10 a 当りの目標収量及び実収量を表
6-7 に，採草地・放牧地の 10 a 当りの施肥成分量を表 6-8 に，
また耕地内草地の作付面積および圃場別生産量を表 6-9 に
示した。
表 6-4   平成 23 年度デントコーン圃場別収量生産量
圃場
面積





2 号の 2 100 パイオニア 127 5 月 9 日 9 月 26 日 37,600 3,760
3 号 120 パイオニア 127 5 月 9 日 9 月 27 日 46,000 3,833
10 号の 2 300 スノーデント 125V 5 月 12 日 9 月 4 日～ 5 日 87,400 2,913
21 号の 1 160 スノーデント 125V 5 月 17 日 9 月 28 日 44,000 2,750




38.3 ha を使用し，乾物で 171.7 t，生草換算で 858 t の収量
であった。採草地の反収は乾物で 448 kg/10 a，生草換算で
2.2t /10 a であった。平成 10 年度から平成 19 年度までの 10
年間の平均値を平年値として比べると，当年度の収量は平
年値の 51.9 % となった。
採草放牧兼用地および放牧地は 15.9 ha で，余剰草の収
量は乾物で 26.9 t，生草換算で 134.7 t，反収は乾物で 360 
kg/10 a，生草換算で 1.8 t/10 a であった。採草地収量に余剰
草収量を加えた総収量は乾物で 197. 2 t，生草換算で 986 t
となった。
放牧地では，緬羊用放牧地として 3 号圃場，5 号圃場，
および 24 号圃場（合計 4.42 ha）を使用した。乳牛の放牧
地として 21 号の 2 圃場（3.00 ha）を使用した。昨年度ま
で採草放牧兼用地として乳牛の放牧に使用していた 14 号
の 2 圃場（3.40 ha）と 14 号の 1 圃場（1.5 ha）には，当年
度は乳牛を放牧しなかった。A 棟前圃場（0.7 ha）には育
成牛および緬羊を放牧利用し，余剰草を収穫して貯蔵した。
一番草刈り取りは，6 月 4 日～ 6 月 16 日（13 日間）に行っ
た。採草地の平均収量は乾物で 239 kg/10 a 生草換算で平均
1.19 t/10 a，合計で 457.3 t となり平年値の 53.4 ％であった。 
放牧採草兼用地の平均収量は，3 号圃場，14 号の 1 圃場，
14 号の 2 圃場および 21 号の 2 圃場（合計 8.43 ha）から乾
物で 224 kg/10 a，生草換算で 1.1 t/10 a，合計で 94.5 t となり，
採草地とあわせた総収量は乾物で 110.4 t，生草換算で
551.8 t であり平年値の 55.4 % となった。一番草はすべて
ロールサイレージ調製をおこなった。刈り取り後の追肥は，
6 月 29 日に行った。
二番草刈り取りは，7 月 25 日～ 9 月 8 日の 46 日間に行っ
た。採草地の平均収量は乾物で 168 kg/10 a，生草換算では
平均 842 kg/10 a，合計で 322 t となり平年の 65.8 ％であった。
二番草刈り取り後の追肥は，9 月 12 日に行った。
三番草刈り取りは，10 月 11 日～ 10 月 20 日の 10 日間で
行った。採草地（全体の 47 ％：18.1 ha の圃場を収納し，
残りは掃除刈りの実施）の平均収量は生草換算では平均






3.0 13.1 7.0 10.0
4.0 18.1 9.5 15.0
5.0 23.1 12.0 20.0
6.0 28.1 14.5 25.0
1）生草換算重量は乾物を生草の 20% として算出した。
を行なった。したがって総収量は乾物で 197.2 t，生草換算
で 986.2 t であり，平年比 53.1 % となった。収穫草はすべ
てロールサイレージとした。 三番草刈り取り後の 10 月 26
～ 27 日に採草地圃場に熔燐 10 kg/10 a を散布した。例年，




北山放牧地への施肥として，5 月 19 日に大尺，六角，梨
の木平及び桂清水牧区に対し LP100 を 4,200 kg，苦土入り
燐加安 16 号を 2,100 kg 散布した。施肥量は，人工草地（大
尺，六角および桂清水牧区）の面積を約 73.7 ha として算
出した。窒素，燐酸，加里および苦土の年間施肥量は，2.56，
1.14，1.14 および 0.11 kg/10 a となる。
北山放牧地（大尺，六角，桂清水および田代・碁盤沢牧区）
は 643ha から成る。平成 23 年度各牧区における放牧期間
および品種および頭数は，大尺牧区：5 月 19 日～ 8 月 30
日まで黒毛和種 11 頭，6 月 30 日～ 7 月 28 日まで日本短角
種 6 頭，9 月 12 日～ 10 月 31 日まで黒毛和種 11 頭を放牧，
六角牧区：5 月 17 日～ 5 月 26 日まで黒毛和種 43 頭，日本
短角種 58 頭，5 月 27 日～ 10 月 12 日まで黒毛和種 43 頭～
76 頭，日本短角種 12 頭，10 月 13 日～ 11 月 8 日まで黒毛
和種 43 頭～ 76 頭，日本短角種 35 頭～ 80 頭，桂清水・田代・
碁盤沢牧区は 5 月 26 日～ 10 月 12 日まで日本短角種 35 頭
～ 80 頭であった。六角牧区および大尺牧区における放牧
牛の推定採食量（肉用牛の 1 日当たりの生草の採食量を体
重の 15% と仮定する）は生草で 845 t，桂清水・田代・碁





あった。栽培管理の概要を述べると，平成 23 年 6 月 2・3











現地調査日：第 1 回目　平成 23 年 6 月 22 日　移植後の現
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1）　北山放牧地追肥日  6 月 4 日
2）　更新地の播種量（10a/kg）：パターン






























6 号 66 - 172 37 - - 66 - 2.5 2.0 400
7 号の 1 115 - 299 64 - - 115 - 2.5 2.0 400
7 号の 2 100 - 260 56 - - 100 - 2.5 1.4 280
8 号 145 - 377 81 - - 145 - 2.5 2.0 400
9 号の 1 179 - 1,418 211 - - 179 - 5.0 3.0 600
9 号の 2 137 - 356 77 - - 137 - 2.5 3.8 760
10 号の 1 300 - 1,080 240 - - 300 - 3.5 2.7 540
11 号 150 - 720 160 - - 150 - 3.5 1.9 380
12 号の 1 103 - 464 69 - - 103 - 3.0 1.8 360
13 号の 1 320 - 1,440 214 - - 320 - 3.0 2.0 400
13 号の 2 216 - 972 145 - - 216 - 3.0 2.8 560
13 号の 3 200 - 1,242 186 - - 200 - 4.0 2.5 500
15 号 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 1.7 340
16 号 87 - 226 49 - - 87 - 2.5 1.4 280
18 号の 1 328 - 1,476 220 - - 328 - 3.0 1.8 360
18 号の 2 434 - 1,302 291 - - 434 - 3.0 1.4 280
19 号 93 - 419 62 - - 93 - 3.0 2.9 580
20 号の 1・2・造 390 - 1,924 296 - - 390 - 3.0 2.8 560
20 号の 3 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 2.8 560
22 号 65 - 169 36 - - 65 - 2.5 2.1 420













2 号の 1 190 - - - - - - - 1.5 - -
3 号 52 - 276 - - - - - 2.5 2.6 520
5 号の 2 300 - 1,591 - - - - - 1.5 - -
14 号の 1 150 - 795 - - - - - 3.5 1.2 240
14 号の 2 340 - 1,802 - - - - - 3.5 0.5 100
17 号 101 - - - - - - - 2.5 - -
21 号の 2 300 - 1,590 - - - - - 4.5 2.9 580
24 号 90 - 477 - - - - - 2.5 - -
A 棟前 70 - 223 - - - - - 2.5 - -
小　　　計 1,593 6,754 2.7 1.8 360.0







大尺 300 - - - - - - - - - -
六角 1 区 1,125 - - - 530 260 - - - - -
六角 2 区 1,075 - - - 500 260 - - - - -
六角 3 区 2,000 - - - 940 460 - - - - -
六角 4 区 1,875 - - - 880 440 - - - - -
桂清水 2,100 - - - 980 480 - - - - -
IBP 裏 500 - - - 230 120 - - - - -
梨の木平 1,554 - - - 140 80 - - - - -
小　　　計 10,529 - - - 4,200 2,100 - - - - -
（内施肥面積） （3,000）
合　　　計 15,950 22,110 2,718 4,200 2,100 3,878 189,980 - - -
地調査。
第 2 回目　平成 23 年 8 月 4 日　防鳥網設置
確認，出穂前の確認。





表 6-8　採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量．
圃　　　場 面積 施肥成分量（kg/10 a）




6 号 66 7.8 2.6 2.6 
7 号の 1 115 7.8 2.6 2.6 
7 号の 2 100 7.8 2.6 2.6 
8 号 145 7.8 2.6 2.6 
9 号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9 号の２ 137 7.8 2.6 2.6 
10 号の 1 300 10.9 3.6 3.6 
11 号 150 14.5 4.8 4.8 
12 号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13 号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13 号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
13 号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15 号 200 7.8 2.6 2.6 
16 号 87 7.8 2.6 2.6 
18 号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18 号の 2 434 9.1 3.0 3.0 
19 号 93 12.1 4.5 4.5 
20 号の 1・2・造 390 13.4 4.9 4.9 
20 号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
22 号 65 7.7 2.6 2.6 













2 号の 1 190 0 0 0 
3 号 52 10.6 5.3 5.3 
5 号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
14 号の 1 150 10.6 5.3 5.3 
14 号の 2 340 10.6 5.3 5.3 
17 号 101
21 号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
24 号 90 10.6 5.3 5.3 
A 棟前 70 6.4 3.2 3.2 








六角 1 区 1,125 2.1 0.5 0.5 
六角 2 区 1,075 2.1 0.5 0.5 
六角 3 区 2,000 2.1 0.5 0.5 
六角 4 区 1,875 2.1 0.5 0.5 
桂清水 2,100 2.1 0.5 0.5 
IBP 裏 500 2.1 0.5 0.5 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 23 年度）
（注）採 : 採草地　放 : 放牧地
S: 昭和　　H: 平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13 ノ 2 2.16
2 ノ 1 1.90 13 ノ 3 2.00
2 ノ 2 1.00 14 ノ 1 1.50
3 6.24 14 ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5 ノ 1 0.48 16 0.87
5 ノ 2 3.00 17 1.01
6 ノ 1 0.66 18 ノ 1 3.28
6 ノ 2 1.53 18 ノ 2 4.34
6 ノ 3 1.32 19 0.93
7 ノ 1 1.15 20 ノ 1 2.15
7 ノ 2 1.00 20 ノ 2 1.60
8 1.45 20 ノ 3 2.00
9 ノ 1 1.79 21 ノ 1 4.51
9 ノ 2 1.37 21 ノ 2 3.00
10 ノ 1 3.00 22 0.65
10 ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12 ノ 1 1.03
12 ノ 2 1.31
12 ノ 3 0.98




平成 23 年 3 月 12 日におきた東京電力福島第一原発の爆
発事故に伴い，放射性セシウムによる汚染が発生した。事
故発生直後は，放射線の影響はないと思われていた。しか





牧地に 5 月 17 日に放牧を開始し，平成 23 年 11 月 8 日ま
での 175 日間，北山放牧地（大尺 3 牧区，六角 4 牧区，桂
清水および田代碁盤沢 2 牧区）に放牧した。しかし，放牧
開始直後に，放射能汚染が報じられたことにより肥育素牛






乳牛（ホルスタイン種）は，平成 23 年度 4 月 27 日に放
牧を開始したが，肉用種と同じく 5 月 18 日に放牧を中止







緬羊は数日の半日放牧（馴致放牧）後，4 月 27 日から全
日放牧を始め，10 月 31 日まで 188 日間放牧した。毛刈りは，
4 月 14 日と 4 月 15 日の 2 日間で 39 頭行った。
2）家畜頭数の異動（表 7-1）
ホルスタイン種は平成 23 年度始め，経産牛 22 頭，若牛
3 頭，育成牛 3 頭，子牛 4 頭の 32 頭であり，前年度と同じ
頭数のスタートとなった。分娩は 18 頭と前年度より 5 頭
少なく 18 頭の子牛生産となった。そのうち子牛の 2 頭が
疾病により斃死した。出荷および淘汰については，疾病お
よび人工授精実習への供出により経産牛 7 頭，若牛 1 頭を
淘汰した。子牛はホルスタイン種オス 8 頭，F1 種（ホルス
タイン種×黒毛和種）メス 2 頭，オス 1 頭を売払った。こ
れらの変動により年度末には，昨年度より 3 頭減の 29 頭
となった。
黒毛和種と日本短角種は平成 23 年度始めには，黒毛和
種 98 頭と日本短角種 72 頭の合計 170 頭であった。それが
年度末には子牛の生産および老廃牛の売り払い等により頭
数が変動して黒毛和種 98 頭，日本短角種 88 頭の合計 186
頭となった。 
緬羊は平成 23 年度始め，前年度に子羊の生産がなかっ





平均産次数は 2.4 産で前年より 0.2 産上回った。平均搾
乳頭数は 14.9 頭で前年より 4.6 頭下回った。総産乳量は
76,229 kg と前年より 25,364 kg 減少した。
　B. 繁殖成績（表 7-3）
平成 23 年 4 月から平成 24 年 3 月までの期間に 20 頭分
娩した。それらの分娩から初回授精までの日数 97 ± 34
（SD）日は，前年に比べて 8 日遅く，受胎までの日数 147
± 47（SD）日は前年より 10 日遅かった。尚，授精回数 1.9
± 0.5（SD）回は，前年より 0.1 回増加した。
4）肉用種
　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2）
表 7-4-1 は平成 22 年 1 月から 12 月までの間に繁殖に供
用した牛の成績である。
受精方法は人工授精とまき牛による受精を行った。その
結果，受胎率は黒毛和種で 79.1 %，日本短角種で 64.9 %
であった。両品種ともに技術目標（受胎率 85 %）を下回る




後より盲目の子牛 1 頭と奇形子牛 1 頭を予後不良として安
楽死させたことと，生後 2 日目で死亡した子牛 1 頭が発生
したために低い結果となった。
表 7-4-2 は平成 23 年 1 月から 12 月までの間に繁殖に供
用した牛の成績である。繁殖供用頭数（繁殖供用頭数は当
初繁殖牛群より売却頭数を差し引いた頭数）は黒毛和種 50
頭，日本短角種 45 頭に , まき牛による受精と人工授精によ
る授精をそれぞれ行い，受胎頭数は黒毛和種 39 頭，日本
短角種 28 頭受胎した。受胎率は黒毛和種 78.0 ％，日本短
角種は 62.2 % で技術目標（受胎率 85 %）より両品種とも
に低い結果となった。
　B. 肥育成績（表 7-5）
表 7-5 は，平成 23 年度に出荷した 31 頭（黒毛和種 26 頭，
日本短角種 3 頭，和牛交雑種（日本短角種＊黒毛和種）2 頭）
についての成績を示した。黒毛和種の平均肥育期間は 19.4




枝肉格付けは，黒毛和種で A5 が 1 頭，A4 が 4 頭，A3
が 11 頭，A2 が 10 頭となった。日本短角種と和牛交雑種







各畜舎から搬出した厩肥（水分 70 ～ 75 %）と，ルーズバー




となる。そこで週 1 回切り返しを行いながら 1 ヶ月間，堆
積発酵した後に発酵槽に投入した。コンポスト化する際，
水分 70 ％以下になるように副資材としてオガクズやコン
ポストを 30 ～ 50 % 混合しながら発酵槽に投入後，下部通
気しながら撹拌装置で週 2 ～ 3 回程度の割合で撹拌した。
1 ～ 2 ヶ月間の処理後，堆積槽に搬出後月１回位切り返し
を行い，3 ヶ月以上堆積後，圃場に散布した。本年度の作






6 か所から採取して混合後 1 サンプルとした。
表 7-1　平成 23 年度　飼養区分頭数の異動
 （1）黒毛和種




B 肥育 B 肥育 B 肥育 B 肥育 B 肥育 B 肥育 B 肥育
経 産 牛 36 4 40
若 雌 牛 6 4 8 10
育 成 雌 牛 11 3 8 18 18
子 雌 牛 2 17 1 18
小　計 55 17 4 68
種 雄 牛 2 1 1
成雄牛（去） 26 （26） 26 （26） 13 （13） 13 （13）
育 成 雄 牛 14 1 13 13 13 （ 1）
子 雄 牛 1 15 13 3
小　計 43 （26） 15 1 27 （26） 30 （14）
合　計 98 （26） 32 1 31 （26） 98 （14）
（2）日本短角種




N 肥育 N 肥育 N 肥育 N 肥育 N 肥育 N 肥育 N 肥育
経 産 牛 29 4 33
若 雌 牛 14 （7） 2 （2） 4 7 15
育 成 雌 牛 9 1 7 12 13
子 雌 牛 3 11 12 2
小　計 55 （7） 11 3 （2） 63
種 雄 牛 1 1
成雄牛（去） 10 （10） 3 （3） 3 10 （7）
育 成 雄 牛 6 3 6 9
子 雄 牛 0 11 6 5
小　計 17 （10） 11 3 （3） 25 （7）
合　計 72 （17） 22 6 （5） 88 （7）
70
（4）緬羊種




経 産 羊 18 1 17
若 雌 羊 19 19
育 成 雌 羊
子 雌 羊
小　計 37 0 36






合計 39 0 38
家畜飼養区分の定義（牛）
経　　産　　牛 … 分娩した牛。
若　　　　　牛 … 雌は 18 ヶ月以上分娩まで。雄は 18 ヶ月以上。
育　　成　　牛 … 6 ヶ月以上 18 ヶ月未満。
仔　　　　　牛 … 出生より 6 ヶ月未満。
家畜飼養区分の定義（緬羊）
経　　産　　羊 … 分娩した羊
若　　　　　羊 … 雌は 8 ヶ月以上分娩まで。雄は 8 ヶ月以上。
育　　成　　羊 … 4 ヶ月以上 8 ヶ月未満。
仔　　　　　羊 … 出生より 4 ヶ月未満。
（3）ホルスタイン種




経 産 牛 22 7 3 18
若 雌 牛 3 1 3 3 2
育 成 雌 牛 3 3 6 6
子 雌 牛（H） 2 8 1 6 3
子雌牛（F1） 2 2
小　計 30 10 1 10 29
種 雄 牛
若 雄 牛
育 成 雄 牛
子 雄 牛（H） 2 7 1 8
子雌牛（F1） 1 1
小　計 2 8 1 9











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（%）頭　数 受胎率（%） 頭　数 育成率（%）
黒 毛 和 種
経 産 37 30 81.1 29 30 103.4 81.1
未 経 産 6 4 66.7 3 3 100.0 50.0
計 43 34 79.1 32 33 103.1 76.4
日 本 短 角 種
経 産 30 19 63.3 19 16 84.2 53.3
未 経 産 7 5 71.4 3 3 100.0 42.9
計 37 24 64.9 22 19 86.4 51.4
* 繁殖供用頭数は当初淘汰予定牛を除いた頭数
* 淘汰は繁殖供用牛の淘汰を表す
* 子牛育成率＝（子牛育成頭数 / 分娩頭数）*100
* 子牛生産率＝（子牛育成頭数 / 繁殖供用頭数）*100
表 7-3　乳牛繁殖成績
現況 前産次
個体 産次 分娩月日 初回授精月日 最終授精月日 授精回数 現況 空胎日数 授精回数 売り払い
H5 7 除籍 H23. 7. 6
H53 4 H22. 8. 1 H23. 1.14 H23. 3. 4 2 除籍 H23.11.16
H87 5 H23. 3.24 除籍 H24. 3. 7
H103 4 H24. 1.27 未授精 318 1
H123 3 H23. 2.14 除籍 H24. 3. 7
H133 4 H23. 7.20 H23.11.22 H23.11.22 1 受胎 125 1
H136 2 H22.11. 4 H23. 2.24 H23. 6.17 2 除籍 H24. 3. 7
H151 3 H22. 7.10 H22.10.19 H23.12. 9 3 受胎 87 1
H152 3 H23. 8. 5 H23.10.28 H23.10.28 1 受胎 135 2
H155 3 H23. 3.12 除籍 H24. 3. 7
H158 2 H23. 1.15 除籍 H23. 7. 6
H159 3 H23. 7. 6 H23.10.20 H23.11.11 2 受胎 83 1
H166 3 H24. 2.18 未授精 46 1
H171 2 H23. 7.27 H23.11.17 H23.12. 8 2 受胎 158 1
H181 2 H23. 7.25 H23.10.11 H23.10.28 2 不受胎 168 2
H189 2 H23.12.11 未授精 241 2
H190 2 H23. 6.30 H23.10.20 H24. 1.20 2 受胎 49 1
H191 2 H24. 1.21 未授精 231 3
H193 2 H24. 1.19 未授精 109 1
H195 2 H24. 1.23 未授精 133 3
H196 2 H24. 1.27 未授精 180 2
H197 2 H24. 2. 9 未授精 141 1
H209 0 除籍 H23. 7. 6
H212 1 H23. 8. 4 H23.11.26 H24. 1.27 2 受胎
H215 1 H23. 8.11 H23.10.11 H23.11.19 2 受胎
H220 1 H23.10.14 H23.11.27 H24. 3. 2 2 受胎
H229 0 H24. 3.12 H24. 3.12 1 授精中
H231 0 H23.10.20 H23.10.20 1 受胎
H238 0 H24. 2. 1 H24. 2.22 2 授精中
M ± SD 2.6 ± 1.4 97 ± 34 147 ± 47 1.9 ± 0.5
* 本資料は平成 24 年 3 月 31 日現在で作成されたものである。






区分 番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
B B0978 ♀ H 6.12. 4 14 H22. 6.22 H23. 7.15 388 まき牛 ×
B B1009 ♀ H 7. 7.18 13 H22. 2.11 H23. 4. 4 417 まき牛 ○
B B1051 ♀ H 8. 6.16 10 H21. 6. 1 H22. 6.21 385 売却（H23.1.19）
B B1065 ♀ H 8. 9.16 11 H21. 6.23 H23.10. 5 834 まき牛 ×
B B1067 ♀ H 8. 9.17 12 H21. 7.23 H22. 7.28 370 まき牛 ○
B B1118 ♀ H 9. 9.19 10 H21. 7. 1 H22. 6.21 355 まき牛 ○
B B1187 ♀ H11. 4.19 11 H22. 6.10 H23. 5.20 344 AI ○
B B1190 ♀ H11. 4.22 9 H21. 6.15 H22.10. 6 478 AI ○
B B1201 ♀ H11. 6. 7 10 H22. 6.30 H23. 6.16 351 まき牛 ×
B B1221 ♀ H11. 6.24 10 H22. 6.10 H23. 6. 7 362 AI ○
B B1260 ♀ H12. 6.13 7 H22. 5.31 H23. 7.15 410 まき牛・AI ○
B B1270 ♀ H12. 6.25 8 H22. 7. 9 H23. 8.29 416 AI ×
B B1273 ♀ H12. 6.26 9 H22. 6.10 H23. 6. 2 357 まき牛 ○
B B1281 ♀ H12. 6.29 8 H22. 6. 3 H23. 5.26 357 まき牛 ×
B B1288 ♀ H12. 7. 5 8 H21. 6.19 H22. 9.21 459 AI ○
B B1301 ♀ H13. 3. 7 9 H22. 5.14 H23. 5.25 376 まき牛 ○
B B1322 ♀ H13. 5.12 7 H21. 6.15 H23. 8.26 802 AI ○
B B1404 ♀ H15. 5.26 5 H22. 1.26 H23. 3.14 412 AI ○
B B1406 ♀ H15. 5.30 7 H22. 7.16 H23. 9.15 426
B B1407 ♀ H15. 6. 2 7 H22. 6.21 H23. 5.27 340 まき牛 ○
B B1413 ♀ H15. 6. 9 7 H22. 6.30 H23.10.11 468
B B1459 ♀ H16. 6.14 4 H21. 6.23 H23. 1.18 574 まき牛 ○
B B1500 ♀ H17. 1.17 5 H22. 4.12 H23. 5.26 409 まき牛・AI ○
B B1512 ♀ H17. 6.28 3 H22. 4.25 H23. 6. 6 407 まき牛・AI ○
B B1531 ♀ H17. 7.19 4 H22. 5.17 H23. 5. 9 357 まき牛・AI ○
B B1532 ♀ H17. 7.19 3 H20. 9.24 H22. 1.24 487 まき牛 ○
B B1540 ♀ H17. 8.12 3 H22. 7.20 H23. 6.30 345 まき牛 ○
B B1548 ♀ H17.11.10 4 H22. 6.16 H23. 5.31 349 まき牛 ○
B B1566 ♀ H18. 7. 7 4 H22. 7.21 H23. 6.23 337 まき牛 ○
B B1567 ♀ H18. 7. 7 3 H22. 6.10 H23. 6.14 369 まき牛・AI ○
B B1591 ♀ H18.11.12 2 H22. 1.18 H23. 7.11 539 まき牛 ○
B B1592 ♀ H18.11.16 3 H22. 8. 6 H23. 8. 5 364 まき牛・AI ○
B B1593 ♀ H18.11.27 1 H22. 1.20 売却（H23.1.19）
B B1613 ♀ H19. 7. 6 2 H22. 7.13 H23. 7.14 366 まき牛 ○
B B1625 ♀ H19. 7.18 2 H22. 5.18 H23. 6. 1 379 AI ○
B B1631 ♀ H19. 8.30 2 H21. 6.18 H23. 6. 2 714 まき牛 ○
B B1639 ♀ H20. 1.29 2 H22. 8.11 AI ○
B B1641 ♀ H20. 5.15 1 H23. 6.23 まき牛 ○
B B1645 ♀ H20. 5.30 1 H23. 5.17 まき牛 ○
B B1646 ♀ H20. 5.30 1 H22. 8. 3 まき牛・AI ×
B B1676 ♀ H21. 1.28 まき牛 ×
B B1678 ♀ H21. 5.20 1 H23. 6.30 AI ○
B B1679 ♀ H21. 5.20 1 H23. 7. 5 まき牛 ×
B B1683 ♀ H21. 6. 1 まき牛 ○
B B1705 ♀ H22. 1.18 まき牛 ○
B B1711 ♀ H22. 5.14 まき牛 ○
B B1712 ♀ H22. 5.17 まき牛 ×
B B1713 ♀ H22. 5.18 まき牛 ○
B B1718 ♀ H22. 6.10 まき牛 ○
B B1722 ♀ H22. 6.21 まき牛 ○
B B1725 ♀ H22. 6.22 まき牛 ○




区分 番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
N N0385 ♀ H10. 9.21 9 H21. 6.19 H22. 6.22 368 売却（H23.1.19）
N N0404 ♀ H13. 4.16 9 H22. 5.17 H23. 6.29 408 まき牛 ○
N N0415 ♀ H14. 3. 8 5 H21. 7. 3 H22. 5.12 313 まき牛 ×
N N0416 ♀ H14. 3.26 7 H21. 5.20 H22. 9.27 495 まき牛 ○
N N0418 ♀ H15. 6.26 6 H21. 6.15 H23. 1.18 582 まき牛 ○
N N0420 ♀ H15. 7. 2 4 H22. 5.25 H23. 7.11 412 まき牛 ×
N N0421 ♀ H15. 7. 2 4 H22.11. 4 H23.12. 6 397 まき牛 ×
N N0427 ♀ H15. 9.16 4 H21. 6.10 H22. 6.15 370 まき牛 ○
N N0428 ♀ H15. 9.20 4 H21. 6.17 H23. 6.27 740 まき牛 ○
N N0444 ♀ H17. 5.20 4 H22. 5.27 H23. 6.21 390 まき牛 ○
N N0447 ♀ H17. 6.27 4 H21. 6.23 H22. 7.23 395 まき牛 ○
N N0463 ♀ H18. 6.16 1 H22. 6.10 まき牛 ×
N N0464 ♀ H18. 6.16 2 H21. 6.23 H23. 6.10 717 まき牛 ○
N N0469 ♀ H18. 7.12 1 H22. 5.18 まき牛 ×
N N0478 ♀ H19. 6.14 1 H22. 5.26 まき牛 ×
N N0487 ♀ H19. 6.25 1 H22. 5. 7 まき牛 ○
N N0499 ♀ H20. 6. 2 まき牛 ×
N N0501 ♀ H20. 6. 9 1 H23. 6.21 まき牛 ×
N N0507 ♀ H21. 5.20 1 H23. 6.27 まき牛 ×
N N0508 ♀ H21. 5.28 1 H23. 4.26 まき牛 ○
N N0510 ♀ H21. 6.10 まき牛 ○
N N0511 ♀ H21. 6.15 まき牛 ×
N N0513 ♀ H21. 6.19 1 H23.10. 3 AI ○
N N0849 ♀ H 8. 4. 7 11 H21. 6.10 H23. 6. 6 726 まき牛 ×
N N0893 ♀ H12. 6.17 6 H21. 6.10 H23. 7. 5 755 まき牛 ○
N N0897 ♀ H13. 4. 5 7 H21. 6.19 H22. 5.27 342 まき牛 ○
N N0903 ♀ H14. 6. 3 5 H20. 6.12 H23. 1.28 960 まき牛 ○
N N0904 ♀ H14. 6. 3 6 H21. 6. 3 H22.11.22 537 まき牛 ○
N N0917 ♀ H16. 6.14 4 H21. 6.23 H23. 6.27 734 AI ×
N N0926 ♀ H17. 6.16 3 H21. 6.10 H23. 5.25 714 まき牛 ○
N N0927 ♀ H17. 6.20 3 H22. 5.25 H23. 7. 6 407 まき牛 ○
N N0930 ♀ H17. 6.30 4 H21. 6.23 H22.11.21 516 まき牛 ○
N N0932 ♀ H17. 7.25 3 H22. 1.30 H23. 6. 2 488 まき牛 ○
N N0936 ♀ H18. 6.12 2 H21. 5.22 H23. 6. 6 745 まき牛 ○
N N0937 ♀ H18. 6.20 2 H21. 6.26 H22.11.26 518 まき牛 ○
N N0945 ♀ H19. 6. 8 2 H21. 6.15 H23. 7. 4 749 まき牛 ○
N N0961 ♀ H20. 6.12 1 H22. 7. 9 まき牛 ○
N N0970 ♀ H21. 5.22 まき牛 ○
N N0971 ♀ H21. 5.25 AI ○
N N0972 ♀ H21. 6. 3 まき牛 ○
N N0974 ♀ H21. 6.10 まき牛 ×
N N0977 ♀ H21. 6.19 AI ○
N N0982 ♀ H22. 5.25 まき牛 ×
N N0983 ♀ H22. 5.27 まき牛 ×
N N0986 ♀ H22.11.22





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の 120 万円，広葉樹はシイタケ原木を 30 a から伐採であっ
た。
生産実績は，素材材積で針葉樹（スギ）189.542 m3 で
924,000 円と収入計画より 27.6 万円下回った。シイタケ原
木は，30 a から 18 m3（約 2200 本）を生産した。
表 7-6　コンポスト作目別施量
散布月日 作　　　目 使用量（t）
H23. 4.14 じ ゃ が い も 6.0
H23. 4.14 ニ ン ジ ン 1.5
H23. 4.14 ゴ ボ ウ 1.5
H23. 7. 6 牧 草 119.0
H23.11. 2 水 田 6.0
H23.12. 7 デ ン ト コ ー ン 150.0









水分 % 61.33 53.84
全窒素 % 0.92 1.18
リン（P2O5） % 0.81 0.85
カルシウム（CaO） % 0.63 0.66
マグネシウム（MgO） % 0.40 0.46
カリウム（K2O） % 1.68 1.80
灰分 % 13.77 15.60
全炭素 % 13.57 16.16
C/N 比 14.73 13.74
PH 7.51 7.66
EC ms/cm 10.75 8.27
硝酸態窒素 ppm 95.76 23.61
アンモニア態窒素 ppm 251.89 233.72
無機態窒素 ppm 347.65 257.34
2）植林・保育（表 8-2）
23 年度の計画は切捨間伐 8.60 ha，切捨間伐・枝払い 0.3 
ha，枝払い 0.7 ha，除伐・下刈り 0.7 ha であった。実績は
切捨間伐 7.16 ha，枝払い 0.69 ha，除伐・下刈り 0.13 ha であっ
た。これらは全て外注した。
3）きのこ生産（表 8-3）
きのこの総収入額は 201.8 万円で当初の予定収入 232 万
円より 30.2 万円下回った。きのこ生産のうち生シイタケ
59.5 kg で 3.6 万円，乾燥シイタケ 301.1 kg で 198.2 万円と
表 8-1　素材生産
予定面積（ha） 予定数量（m3）実施面積（ha）実績数量（m3） 金額（万円）
針 葉 樹 3 号西防風林 0.70 200.0 0.67 189.5 92.4
1 号ホダ場 0.00 0.15
14 よ 2・3 0.30 0.33
20 号の 3 西　電力支障木 0.00 0.04





















種　　類 予定数量（kg） 実績数量（kg） 金額（万円）
生 シ イ タ ケ 100.0 59.5 3.6
乾 シ イ タ ケ 400.0 301.1 198.2
合　　計 201.8








水 稲 5.91 252.5 42.7
小 豆 0.00 0 0.0
ラ イ 麦 0.03 11.3 376.7
バ レ イ シ ョ 0.38 69 181.6
人 参・牛 蒡 0.20 37.5 187.5
ナ ガ イ モ 0.10 36.5 365.0
果 樹 2.36 36 15.3
デントコーン 6.80 208 30.6
牧 草（ 採 草 ） 37.05 485.5 13.1




売を自粛したため，乾燥シイタケ製品 4.7 kg と 10 月以降
に収穫した未選別の乾燥椎茸 12.4 kg の販売を取り止めた。
尚武沢から生産されるコナラ原木の放射性セシウム濃度が




森 908 を植菌した 8.0 m3 分を 1 号ホダ場に伏せこんだ。キ
ノックス S055 号を植菌した 0.7 m3 分を 21 号ホダ場に伏せ




切捨間伐 13 タ 2 4.30 3.76 41%
切捨間伐 13 タ 3 3.30 3.40 53%
切捨間伐 14 を 2 1.00 0.00 -
切捨間伐・枝払い 14 よ 2 0.30 0.00 -
枝払い 9 ほ 1 ヒノキ 0.70 0.69 -
除伐・下刈 3 号西防風林 0.70 0.00 -















（ℓ /h）平成 23 年度 累　　計
トラクタ クボタ L1-R33 ターボ S 61.03 8 25 2,990 262.7 4,844.4 875 3.3 
ヰセキ T7000 S 58.03 8 28 3,480 132.8 7,250.9 497 3.7 
MF165-3 S 51.03 8 35 3,231 103.4 7,879.7 279 2.7 
MF194-4　 S 56.03 8 30 5,264 52.8 　519.11） 178 3.4 
MF265 S 59.03 8 27 4,590 48.1 5,094.6 88 1.8 
MF290 S 57.03 8 29 5,070 107.6 7,022.7 391 3.6 
MF3095 H 03.03 8 20 7,766 71.8 4,815.7 410 5.7 
　 JD6100 H 07.03 8 16 5,735 163.7 5,649.3 1,203 7.3 
JD6400 H 09.03 8 14 6,973 147.3 3,993.7 1,100 7.5 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 5 25 11,300 21.6 2,956.8 250 11.6 
油圧ショベル CAT-E70B H 03.03 5 20 4,893 150.5 1,036,52） 502 3.3 
ホイルローダ CAT-WS210 II H 09.03 5 14 3,605 255.2 6,512.6 531 2.1 
　 TCM-LL4-2 H 18.03 5 6 3,299 503.2 2,611.6 1,133 2.3 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 5 8 7,770 626.7 4,723.9 3,513 5.6 
フォークリフト トヨタ　FDT-25 H 04.03 5 19 3,626 183.9 6,786.8 266 1.4 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 5 17 1,483 34.2 430.3 20 0.6 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 8 11 10,815 22.3 411.5 156 7.0 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 5 15 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 5 23 1,470 - - - -
三菱 MFP605VG Ｈ 08.03 5 15 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 5 2 2,415 - - - -
乗用ロータリーモア カール II NRMI3JH H 11.05 8 12 560 - - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 4 10 720 - - - -
自走式豆脱粒機 MTB-640, コンマ H 07.03 8 16 659 - - - -
注．農機具の耐用年数は，農林水産省の「昭和 58 年度農畜産業用固定資産評価基準」による。










（km/ ℓ）平成 23 年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24 型 H 15.03 1,905 3,628 68,173 565 6.4 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 7,131 72,509 707 10.1 
トヨタクレスタ・GF-GX H 13.03 2,338 13,088 138,128 1,091 12.0 
三菱パジェロ・E-V45NGYUC 型 H 09.10 2,649 1,027 107,954 239 4.3 
三菱デリカスペースギア・GF-PD6W・NSEGEI H 11.01 2,961 6,520 105,525 1,030 6.3 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 24.03 2,095 30 30 50 0.6 
トラック（畜産）日産アトラス・KR-SR8F23 H 16.09 1,947 5,617 51,813 750 7.5 
（作物）日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 4,912 29,391 559 8.8 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 6,035 91,535 1,045 5.8 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 3,970 21,810 699 5.7 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 543 52,221 241 2.3 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 5,285 68,270 687 7.7 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 6,931 28,806 595 11.6 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -




作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　① MF21 S 45.08 8 40 390
〃　　　　② MF21 S 49.06 8 36 500
〃　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 8 22 600
〃　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 8 19 811
〃　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 8 11 811
〃　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 8 17 651
プラウ　　　 スガノ TOYB-18 × 2 S 57.10 5 28 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C 16-18-20 × 2 H 13.03 5 10 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 5 30 680
〃　　　　　　　　② クボタ RM1703 S 61.03 5 24 600
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 5 22 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 5 19 649
ディスクハロー　① MTH2400 スター式 H 02.03 5 20 632
ディスクハロー　② MTH2400 スター式 H 13.03 5 10 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 5 29 458
ドライブハロー クボタ HA-2400B S 61.03 5 24 390
ウイングハロー 二プロ HW-3702B-3L H 04.03 5 18 1,030
ツースハロー ※ 770 S 40.03 5 45 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 5 25 1,145
〃　　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 5 5 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 5 23 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 5 22 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 5 21 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 5 20 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 5 20 268
ライムソワ　① スター MSL-3030 H 04.08 5 18 281
〃　　　　　② スター MSL-3030 H 04.08 5 18 281
カーペットダスタ 丸山 CDM‐2A H 11.03 5 11 1,499
グレンドリル MF34 S 58.03 5 27 650
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 5 28 680
プランタ コビントン TP46　4 条 S 62.03 5 23 750
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 5 20 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 5 32 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 5 21 620
均平ローラ スター式 S 42.02 8 43 180
K 型ローラ KP-822 S 45.09 8 40 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 8 28 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 5 27 1,092
ブームスプレーヤ ハツタ KH-450-E 型 6Y H 01.07 5 21 1,356
ロータリーカルチベータ 二プロ PK-510 H 02.03 5 20 483
フレールチョッパ インター NO8 S 48.08 8 37 995
コーンハーベスタ フェラボリー 2 条ロークロップ S 60.03 5 25 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 5 20 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 5 28 780
モアーコンディショナ ビコン KM2401 H 15.09 5 7 2,394
ロータリーカッタ　① MF65-7 S 42.03 5 43 320
ジャイロテッタ スター MGT6200 H 03.03 5 19 778
ジャイロレーキ スター MGR3720 H 03.03 5 19 623
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表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
ロールベーラ ジョンディア JD582CPNRTW H 21.09 5 3 4,886
スラリスプレッダ バウアー M22V S 50.11 5 35 2,650
チョッパーミキサ バウアー MT500 S 50.11 5 35 450
押土用ブレード ボンフォードパワードーザ S 52.01 4 33 490
サブソイラ MF27 S 55.07 5 30 250
フロントローダ MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） S 62.02 5 23 945
ラッピングマシン ニューランド NR-301 H 10.03 5 12 1,499
畦塗機 冨士トレーラーゼロ -2 コンパス 17 H 04.02 5 18 460
圧送ポンプ ROTA85T 型 H 04.03 5 18 1,246
トレンチャー ササキ TH-771 H 04.03 5 18 989
ロータリーマルチ コバシ平高畦 H 04.03 5 18 156
同時播種施肥機 クボタ FD102 H 11.09 5 11 216
ブームモア フェリー TD46 H 09.12 5 13 1,729




桑園畝間に繁茂する雑草を管理するため，6 月から 10 月
にかけて 4 回，草が伸び次第刈り払い機で刈り取り，集草
した。11 月 22 日には冬囲いのための剪定を枝の高さ約 1m
の位置で剪定し，12 月 6 日に冬囲いをおこなった。冬期間
に胴枯病の発生が心配されるため，その対策として 11 月
29 日に殺菌剤（ベンレート水和剤）60g を 1000 倍液に希
釈し，どうふんで散布した。
11. 事務関係
平成 16 年度からの不動産等の異動状況は，表 11-1 のと
おりである。
なお，平成 19 年度から 2 ヶ年間の年度別収入額は表
11-2 のとおりである。
表 11-1　不動産等（建物）の異動状況












平成 20 年 6 月，
平成 20 年 6 月，






予算科目 平成 22 年度 平成 23 年度
円 円
大学運営資金 127,993,622 139,921,146 
運営費交付金（特殊） 10,615 10,021 
運営費交付金（災害） 0 51,987,210 
間接経費 20,632,375 39,812,624 
寄附金 34,472,241 44,651,877 
受託研究 20,183,847 35,793,270 
受託事業 0 0 




平成 22 年度 平成 23 年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 7,100,000 1 8,600,000
基盤研究（B） 3 8,900,000 0 0
基盤研究（C） 1 2,900,000 1 500,000
挑戦萌芽 1 1,100,000 1 1,200,000
若手研究（B） 1 900,000 3 4,500,000
奨励研究 3 1,520,000 3 1,800,000
合　　計 10 22,420,000 9 16,600,000
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表 11-5　主な設備備品の設備状況
整理番号 購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H23. 4.26 運営費交付金 島津製作所製　TN ユニット
H23. 9. 7 運営費交付金（災害復旧） 低温恒温恒湿器
H23.10.31 運営費交付金（災害復旧） 多機能微量高速遠心機
H23.11. 1 運営費交付金（災害復旧） 卓上型パーソナルユース細胞培養装置




H24. 1. 6 運営費交付金（災害復旧） 送風定温乾燥機
H24. 1.25 科研費 ナノスケール分光光度計
H24. 1.25 間接経費（総長裁量経費） 2480WIZARD2 オートガンマカウンター
H24. 1.26 科研費 微分干渉顕微鏡
H24. 2.17 運営費交付金（災害復旧） 高速冷却遠心機
H24. 3. 5 預り補助金等（東北マリン） バキュームカー
H24. 3.12 運営費交付金（災害復旧） 超低温フリーザー
H24. 3.19 運営費交付金（災害復旧） タンデムパーラー用搾乳システム
H24. 3.23 預り補助金等（東北マリン） 全自動元素分析装置
H24. 3.23 運営費交付金（PICS） リアルタイム PCR Thermal Cycler Dice
H24. 3.26 預り補助金等（東北マリン） キャピラリー電気泳動システム
H24. 3.26 運営費交付金 日産エクストレイル
H24. 3.28 運営費交付金（災害復旧） 高速冷却遠心機
H24. 3.29 預り補助金等（東北マリン） 光音響マルチガスモニタ
H24. 3.29 預り補助金等（東北マリン） バイオガス発電連続運転設備
H24. 3.30 運営費交付金（災害復旧） マイクロプレートリーダー
H24. 3.30 運営費交付金（災害復旧） 微生物用ファーメンター
H24. 3.30 運営費交付金（災害復旧） 微生物用ファーメンター


















上　旬 2.1 3.6 2.8 12.6 17.7 22.9 29.1 28.1 27.0 18.8 16.2 6.1
中　旬 -0.2 3.8 4.6 14.3 21.6 24.8 31.3 30.2 25.8 19.1 12.6 3.6
下　旬 0.2 6.3 6.9 14.8 18.8 25.4 25.7 24.6 20.9 16.9 10.4 1.4





上　旬 -4.5 -5.0 -4.4 -0.3 7.6 10.9 19.7 20.4 18.8 6.1 5.1 -0.6
中　旬 -7.1 -5.6 -4.6 0.5 7.9 13.4 20.1 21.0 19.1 7.5 2.3 -3.0
下　旬 -7.0 -4.0 -3.1 4.2 9.6 17.6 17.4 18.4 10.3 8.2 1.2 -4.6





上　旬 -1.2 -0.7 -0.7 5.8 11.9 16.7 23.8 23.5 22.5 12.1 10.1 2.8
中　旬 -3.2 -0.6 0.3 6.8 14.6 18.7 25.2 25.0 21.5 13.4 7.5 0.2
下　旬 -3.1 0.7 1.5 9.2 14.0 21.2 20.8 21.1 15.0 12.7 5.2 -1.6










上　旬 3.1 2.7 5.2 12.3 18.5 22.0 23.8 28.2 25.4 19.9 14.3 7.6
中　旬 2.5 3.3 7.4 14.1 18.8 22.6 25.1 27.4 23.4 18.3 11.3 5.2
下　旬 2.3 4.3 8.8 16.7 20.7 22.6 27.1 26.7 21.2 15.8 9.4 4.6





上　旬 -3.9 -4.9 -3.1 1.0 6.5 11.8 16.1 19.6 16.9 9.9 3.6 -0.7
中　旬 -4.7 -4.4 -2.0 2.6 8.1 13.3 17.4 19.3 14.9 7.7 1.8 -2.2
下　旬 -5.0 -3.9 -1.0 4.5 9.6 14.7 18.9 18.2 11.8 5.2 0.2 -2.5





上　旬 -0.5 -1.1 0.9 6.5 12.4 16.6 19.6 23.3 20.7 14.5 8.6 3.2
中　旬 -1.1 -0.6 2.4 8.2 13.3 17.6 20.9 22.7 18.7 12.7 6.3 1.3
下　旬 -1.3 0.1 3.6 10.5 14.9 18.3 22.5 22.0 16.2 10.3 4.5 0.9
平　均 -1.0 -0.5 2.3 8.4 13.5 17.5 21.0 22.7 18.5 12.5 6.5 1.8 10.3
気　　　　　温　（℃）（極　値）







上　旬 5.4 7.0 6.1 18.8 22.0 27.5 34.3 34.5 29.8 22.9 20.4 11.2
中　旬 1.1 6.5 10.8 22.4 27.2 29.7 34.5 34.3 32.3 22.3 17.1 7.9
下　旬 3.7 10.4 11.9 19.6 24.4 31.8 30.7 26.9 23.8 24.6 17.7 3.6
月極値 5.4 10.4 11.9 22.4 27.2 31.8 34.5 34.5 32.3 24.6 20.4 11.2
最　
低
上　旬 -7.1 -8.0 -6.9 -3.4 4.3 6.3 17.1 16.9 12.8 3.8 -0.2 -3.5
中　旬 -11.7 -8.9 -7.8 -2.8 4.3 8.6 16.0 18.3 13.6 2.3 -1.7 -4.2
下　旬 -10.1 -7.3 -5.8 0.6 4.9 15.4 11.2 16.1 7.2 4.2 -1.8 -7.2
月極値 -11.7 -8.9 -7.8 -3.4 4.3 6.3 11.2 16.1 7.2 2.3 -1.8 -7.2
降　　水　　量　（mm）





上　旬 29.5 26.5 10.0 8.5 53.0 12.0 26.0 15.5 65.5 67.0 13.0 34.0
中　旬 34.5 24.0 41.0 13.5 49.5 21.0 31.5 31.0 92.5 49.0 18.0 19.0
下　旬 46.0 14.0 10.5 32.5 99.5 199.5 120.5 41.0 108.5 18.0 10.5 51.0




上　旬 41.7 27.3 30.9 28.9 33.6 39.2 71.2 53.1 57.1 52.5 36.2 33.5
中　旬 26.5 33.0 29.9 45.7 44.7 54.9 76.3 67.6 75.9 32.8 39.6 34.2
下　旬 34.7 22.7 34.9 48.7 47.9 70.1 59.8 97.0 58.2 47.0 35.9 42.5
月　別 102.9 83.0 95.7 123.3 126.2 164.2 207.3 217.7 191.2 132.3 111.7 110.2 1665.7
日　照　時　間　（hr）





上　旬 29.9 42.2 39.0 71.0 43.5 77.1 49.8 32.1 36.0 60.7 49.5 14.8
中　旬 27.5 29.0 32.7 66.8 78.1 69.4 72.2 42.4 19.5 52.2 44.8 27.8
下　旬 26.6 49.9 52.5 44.5 45.0 33.7 28.9 25.5 48.2 38.6 33.9 30.6




上　旬 27.8 37.6 43.4 60.0 60.3 56.8 37.6 45.2 36.1 41.0 44.3 31.2
中　旬 32.4 38.5 50.5 56.2 54.6 48.5 34.6 35.6 35.6 43.2 34.2 25.2
下　旬 35.5 34.7 53.0 65.4 69.0 39.5 45.4 46.3 36.7 50.1 37.1 32.1
月　別 95.7 110.8 146.9 181.6 183.9 144.8 117.6 127.1 108.4 134.3 115.6 88.5 1555.2
降　水　日　数　（日）
年 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平 成 23 年 19 9 10 11 13 12 15 11 12 11 13 22 158
平 年 値 16.8 14.2 14.2 12.0 11.3 12.4 15.7 13.8 13.7 12.4 13.4 17.0 166.9
1．2011 年（平成 23 年）の気象観測表
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　　　　農 産 係 長（技術専門職員）　　　　鈴木　和美







　　　　肉 牛 係 長（技術専門職員）　　　　千葉　　孝





















　　　　　　　　　　　　　　 〃　巴 音 達 拉






















































































特 　 別 　 報 　 告
89
2011 年 3 月 11 日の東北大震災によって，2011 年度の東
北大学の教育研究は大きな影響を被った。平成22年度（2010
年度）の年報では 2011 年 3 月末までの震災および直後の
フィールドセンターにおける対応を報告した。本編では，
2011 年 4 月以降 2012 年 3 月まで，すなわち平成 23（2011）
年度のフィールドセンターの震災に関わる各種活動につい





























えた。4 月 7 日の余震により，再び停電となった。停電は
































































物品等について表 1 および表 2 に，建物関係を表 3（平成
















畜産では，平成 23 年 5 月 18 日付けで宮城県より乳用牛・
肥育牛への牧草給与自粛および放牧の自粛要請があり，乳
牛（ホルスタイン種）に対しては放牧管理を中止し，舎内
















例年同様に，山地放牧地に 5 月 17 日に放牧を開始し，平
成 23 年 11 月 8 日まで放牧した。しかし，放牧開始直後に，
放射能汚染が報じられたことにより肥育素牛（日本短角
種）7 頭は翌日の平成 23 年 5 月 18 日に下山し，舎内で飼
養した。食肉市場においては，汚染された稲わらに起因す
る牛肉の放射能汚染が確認されたことに伴い，7 月 28 日に
県内の肉牛の出荷が停止された。その後 8 月 19 日に出荷
停止は解除されたものの牛肉の販売価格が大幅に下落し，
出荷もままならない状況が続いた。
さらに，平成 24 年 4 月 1 日から食品中の放射性セシウ
ムの新基準値が設けられることとなり，それに対応して農
林水産省は，飼料中の放射性セシウムの新基準を設定した
（平成 24 年 2 月 3 日）。2 月 23 日には宮城県から新基準に
伴う牧草・放牧の自粛地域が発表されたが，その中に大崎










表 1．物品（被害金額 60 万円以上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

































CO2 インキュベータ プレハブ 地震による振動で，正常に機能し
なくなった。
購入 卓上型パーソナルユース細胞培養装置 676





























倒立顕微鏡 Nikon E881 プレハブ 地震による振動で，正常に機能し
なくなった。
購入 倒立顕微鏡 1,995


















表 2．物品（被害金額 60 万円未満）　　　　（単位：千円）
被害概要 復旧対策 金額
資産修繕費 修理 2,860 
消耗品類
試薬類 購入 1,320 
PC・ワークステーション等 購入 1,287 
書架等 購入 336 
実験機器 購入 1,734 
計 7,537 
92
表 3．建物等（平成 23 年度に行った部局工事） （単位：千円）
建物名称等 被害概要 復旧対策 工事名 金額
農業機械実習室 A 棟 電気温水器破損，漏水発生，控室が水浸しに 電気温水器修理 電気温水器給湯配管漏水修理 25




























表 4．建物等（平成 24 年度に行う予定の施設部工事） （単位：千円）
建物名称等 被害概要 復旧対策 工事名
木材生産機械置場 天井ボード破損 天井ボード撤去・張替 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
草地管理舎 内壁・外壁にクラック 内外クラック処理 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
家畜管理舎 外装破損 欠損損傷部補修 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
乾燥及び機械室 窓ガラス破損 ガラス入れ 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
農業機械実習室 A 棟 内壁・外壁破損 内壁ボード修繕，外壁スレート張替・修繕 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
農業機械実習室 B 棟 外壁破損 外壁スレート張替・修繕 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
学生実習室 内壁破損 壁ブレース交換，合板張 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
ポストハーべスト棟 小口径枡破損 小口径枡修理 東北大学（川渡 2）災害復旧改修工事
























































こととなった。24 年 3 月には「東北マリンサイエンス拠点
形成事業」の採択に伴って海洋調査を実施することになり，
仙台湾，女川湾，志津川湾，気仙沼湾への航海調査を行った。
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